
町 税

624,424

17.0%

地方譲与税など

59,835

1.6%

地方消費税交付金

144,331

3.9%

地方交付税

1,550,000

42.2%

分担金及び負担金

14,864

0.4%

使用料及び手数料

59,097

1.6%

国・県支出金

658,365

17.9%

寄附金

100,020

2.7%

町 債

178,192

4.9%

繰越金

10

0.0%

その他

280,862

7.7%

令和４年度 当初予算の概要
令和４年度一般会計当初予算総額は３６億７０００万円で、前年度当初予算に比べ４．９２％の増と

なりました。主な要因として、ふるさと応援寄附金の増加に伴うふるさと応援寄附促進事業費の増

加、役場事務処理システムデジタル化推進事業や障害福祉サービス費の増加が挙げられます。

議会費

63,438

1.7%

総務費

768,831

20.9%

民生労働費

1,027,999

28.0%

衛生費

338,499

9.2%
農林商工費

91,001

2.5%

土木費

388,823

10.6%

消防費

160,833

4.4%

教育費

358,875

9.8%

災害復旧費

600

0.0%

公債費

411,947

11.2%

諸支出金

51,154

1.4%

予備費

8,000

0.2%

歳出

歳入

（単位：千円）

（千円未満は四捨五入）

町 税…町民税、固定資産税など

地方譲与税など…国が徴収した税金の一部が市町村

へ配分されたもの

地方消費税交付金…地方消費税のうち町に交付され

たお金

地方交付税…行政サービスの水準を維持するために

国から交付されるお金

分担金及び負担金…町が行う特定の事業により利益

を受けるものが負担するもの

使用料及び手数料…公共施設の使用料や証明書発

行手数料など

国・県支出金…町が行う事業に対する国・県からの補

助金など

寄附金…ふるさと応援寄附金など

町 債…町の借金

繰越金…前年度の余剰金が繰越されたもの

その他…基金繰入金、土地売払収入、その他の交付

金など

議会費…町議会の運営に必要な経費

総務費…町の全般的な管理等にかかる事務経費など

民生労働費…住民一人ひとりの一定水準の安定した

生活を保障するための経費

衛生費…住民一人ひとりが健康で衛生的な生活が

できるようにするための経費

農林商工費…農林商工業の振興、観光事業のため

の経費

土木費…道路や公園、住宅などの整備のための経費

消防費…奈良県広域消防組合への負担金や消防団、

災害対策のための経費

教育費…学校教育などにかかる経費

災害復旧費…被災した公共施設等の復旧のための経費

公債費…借金の元金・利子を返済するための経費

諸支出費…基金積立のための経費

予備費…予期しない支出が生じたときに使う経費

会計別予算額 （単位：千円・％）

３６億７０００万円

歳入

３６億７０００万円

歳出

予算は１年間の活動計画であ

り、必要なお金の裏付けとなるも

ので、いわば「町の設計書」です。

一般会計、特別会計および企業

会計で構成されています。

一般会計は、町が行う仕事の大

部分を経理する会計で町民の皆

さまに最も関わりの深いもので

す。

※構成比は端数を四捨五入しているため、合計において100％に戻らない場合があります。

予算額 対前年度比

3,670,000 4.92

国 民 健 康 保 険 917,463 9.33

下 水 道 事 業 268,449 ▲ 12.08

介 護 保 険 933,616 0.89

学 校 給 食 24,830 ▲ 6.76

後 期 高 齢 者 医 療 144,856 10.37

企業会計 水 道 事 業 会 計 298,169 0.52

6,257,383 3.90

注）水道事業会計については、収益的支出及び資本的支出の合計を示します。

一 般 会 計

特
別
会
計

合　　　　　　　　　　　　計

予　　　算　　　区　　　分



重点事業（６つの基本姿勢）

○新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルスワクチン接種事業（３回目接種）

○安全・安心を優先したまちづくり： ※防犯カメラ設置補助金

○防災行政無線システム更新事業

○自然災害の防止、減災対策等： 急傾斜地崩壊対策事業負担金（奈良県事業）

新規ため池劣化状況調査

①町民の皆さまの安全・安心を優先したまちづくりを推進します

※高齢者移動手段確保事業（タクシー利用券交付 試行期間の継続）

※高齢者見守りあんしんシステム（緊急通報システム）（介護保険特別会計）

※高齢者向けインフルエンザワクチン接種自己負担軽減の継続

※要保護、準要保護家庭児童生徒インフルエンザワクチン接種無償化の継続

○がん検診無償化の継続と検診支援期間延長の継続

○ 新規 骨髄移植ドナー支援事業

○特定健康診査、人間ドック助成（国民健康保険特別会計）

○「新たかとり幼稚園」開園（令和４年４月）

※小学校３０人学級の実施

○ 新規 小学校、中学校校務支援システム更新

○通学バス運行

※小学校学習指導員配置、※小・中学校へのスクールサポートスタッフ配置

※小学校社会科副読本「わたしたちの高取町」改訂

○ 新規 放課後児童クラブ運営（放課後児童クラブ支援員の処遇改善）

○ 新規 健民運動場（グラウンド）、テニスコート、体育館の月曜日開場

②健やかに住み続けたくなる「高取町」を目指します

（福祉、健康、子育て、教育）

令和４年度当初予算
高取町は、令和２年国勢調査の結果により、本年４月に「過疎地域」

に指定されます。今後、国からの有利な財政支援を活用して、６つの

基本姿勢をもとに町民の皆さまに寄り添い、「健やかに住み続けたくな

るまち」をめざします。

※ は令和３年度新規事業

新規 は令和４年度新規事業



○ 新規 町議会本会議、委員会ライブ配信

○親しみやすく信頼される役場づくり

新規 役場事務処理システムデジタル化推進

職員研修充実： 管理職研修、 新規 オンライン研修

広報充実： 広報「たかとり」、ホームページによる情報発信の促進

○空き家対策： ※空き家活用先例調査・検討、※老朽危険家屋解体撤去補助

新規 空き家実態調査

○移住定住促進支援：※合併処理浄化槽設置補助への上乗せ支援、移住支援金

○「しごとコンビニ」関連事業（就業の多様化に向けた仕組みづくり）

○鳥獣被害防止対策

○生活インフラ整備と維持補修の充実：道路、橋りょう、河川、町営住宅、公園美化、

上水道（水道事業会計）、下水道（下水道事業特別会計）

○地籍調査

③１０年、２０年先を見据え、いつまでも生き生きと暮らせる「高取町」を目指します

（将来を見据えたまちづくりなど）

※「ワニナル」チャレンジショップ「カリー事変」、交流拠点施設管理

○観光振興事業： 土佐街なみ集会所、高取城跡管理、ふるさと夏まつり、

たかとり城まつり など

○古墳群環境整備： 市尾墓山古墳、与楽カンジョ古墳と周辺散策道

○出土遺物の復元、整理：新規 高取城鯱復元、 新規 清水谷遺跡出土遺物整理

※高取城跡保存整備：

石垣調査、支障木伐採、石垣保存、案内サイン整備等 （奈良県事業）

※健幸の森地区のフォレスターアカデミーの実習林として活用 （奈良県事業）

④国、県および近隣市町村との連携、協働を強化し、中和地域の核となる「高

取町」を目指します （にぎわい創出、観光）

○事業の進捗状況を点検し、必要に応じて見直します。

⑤「高取町まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成２８年度３月策定、令和２年１０月改訂）」

の点検と見直しを行い、早期の具現化を図ります

○将来の町債（借金）残高、公債費（借金返済金）、基金（預貯金）残高を十分に踏まえ、

将来負担を見据えた計画的な事業推進、事業の平準化により、財政の安定に努めます。

○今後、過疎地域に指定されたことによる「過疎対策事業債」の活用

（後年度の元利償還に対して地方交付税に算入される有利な地方債）

○ふるさと応援寄附金の受入れ増による財源の確保

新規 ふるさと高取認知度向上企画事業

⑥財政の安定に努めます


